
 

個人面談の日程調整等のご協力、ありがとうございました。 

 11 月 29 日（火）から 3 年生の個人面談が始まっています。3 年生にとっては、受験先の私立高校を決定す

る大切な面談です。進路先を決定するには本人の意思と保護者の皆様のお考えが一致することが大切です。進

路の決定までの過程では、様々な葛藤があったことと思いますが、面談を終えて受験校が決定した後は、その

進路に向けて迷わず準備を進めて欲しいと思います。 

 また、12 月 12 日（月）より 1，2 年生の面談が始まります。この時期は、日々の学校生活の中での困りご

とや悩みごとが増えてくる時期でもあります。思春期を迎えている生徒たちの中には、大人に対して本音を伝

え相談することを避ける人も多いかと思います。ですが、悩みごとによっては決して一人で悩むのではなく、

必ず一緒に考えてくれる人を見つけて欲しいと思います。 

聴く側の大人である私たちは、生徒の皆さんが安心して話ができる環境作りを意識しながら、大人の意見を

押し付けることなく相談者の思いをしっかりと受け止めて、一緒に考える姿勢を見せることが大切です。 

 これからも、生徒・保護者・学校（教職員）が密接に連携し合っていければと思います。 

3 年生の校長面接が始まっています。一生懸命さに心打たれます。 

 11 月 18 日（金）から、朝や学活、そして放課後などの時間を利用して、3 年生の面接を行っています。で

きることなら個人面接で 3 年生全員と面接をしたいのですが、200 名を超える生徒との面接は日程的に相当厳

しいため、今年度は複数名による集団面接の形をとっています。 

 既に各学級で面接練習はしているのですが、校長室での校長面接となると、どの生徒も相当緊 

張しているように感じます。それでも生徒の皆さんの一生懸命な姿勢から、私はとても良い印象 

を受けています。生徒の皆さんには、面接ではうまく言葉が続かなくても、途中で話が止まって 

しまっても正直に自分の気持ちを伝えようとすることが大切です、と話しています。 

 面接を通じて、鶴嶺中学校の３年生の誠実さや真剣さを強く感じます。皆さん素晴らしいです。 

学校連絡・情報共サービス（COCOO：コクー）の準備が始まっています。 

 このシステムは、保護者の皆様のスマートフォンや PC を使って保護者専用 Web から欠席連絡を 24 時間行

える（Web の場合は、翌日以降の連絡も可能です。）ものです。電話の場合は、学校指定の専用電話番号での

受付（音声案内）となり、前日の 20 時から翌日分の受付が可能となります。 

 後日、保護者向けのチラシ等を配付し、各ご家庭での登録作業をお願いする予定です。 

令和 5 年度からの新しい基準服（展示）について 

  12 月 12 日（月）から 16 日（金）の 1，2 年生の個人面談期間に、再び職員昇降口付近に新しい基準服を展

示いたします。なお、現小学校 6 年生の保護者様宛の「新入生説明会(R5.1.19 予定)」の案内は来週初めに、

基準服に係る通知は、12 月末または 1 月初旬に小学校を通じて配付する予定です。 

【表彰】＊「かながわ学校給食夢コンテスト」 かながわのおいしさいっぱいで賞：1 年 坂田なのは 

（名前は伏せています）       ＊「中学生の主張 in かながわ」    学校賞：2 年 山口 葵 
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令和 4 年度「全国学力・学習状況調査」結果分析概要   

 遅くなりましたが、標記の分析結果をお知らせします。 

令和 4 年５月２７日（金）に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果が発表され、全国の各学校に

調査結果が提示されました。対象は現３年生で、実施教科は国語、数学、理科です。また、生活習慣など

の実態を把握するための生徒質問紙による調査も行われました。 

 本調査で測定できるのはあくまでも学力の一部分ではありますが、本校生徒の傾向を 

全国の調査結果と比較しながら分析を行いました。その結果を報告させていただくとと 

もに、今後の教育活動のための資料として活用していくことが重要であると考えており 

ます。 

 

１ 学力調査より 

国語 
  学習内容がよく理解されていると思われる項目として、「行書の特徴を理解する」「論理の展開などに注

意して聞く」がありました。その一方で「表現の技法について理解する」「文脈に即して漢字を正しく書

く」「聞き手の興味・関心などを考慮して、表現を工夫する」等に関しては課題が残りました。漢字など

の基礎基本や論理的思考を育てる学習を充実させていく必要があると考えます。 

数学 

  学習内容がよく理解されていると思われる項目として、「証明の根拠として用いられている三角形の合

同条件を理解している」「データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること

ができる」がありました。その一方で、「自然数を素数の積で表すことができる」「簡単な連立二元一次方

程式を解くことができる」「箱ひげ図の箱が示す区間に含まれるデータの個数と散らばりの程度について、

正しく述べたものを選ぶ」等については課題が残りました。 

  基礎基本の充実を図りながら、図や資料などから情報を得て、思考を深める学習に取り組んでいく必要

があると考えます。 

理科 

 学習内容がよく理解されていると思われる項目として、「地層の広がり方について、時間的・空間的な

見方を働かせながら、ルートマップと露頭のスケッチを関連付け、地層の傾きを分析して解釈できるか

どうかをみる」「観測した気圧と天気図の気圧が異なる理由を考える学習場面において、観測地の標高を

空間的に捉え、気圧の概念を空気の柱で説明できるか伺うことで、気圧に関する知識及び技能を身に付

けているかどうかをみる」「実験の結果が考察の根拠として十分かどうかを検討し、必要な実験を指摘し

て、実験の計画を改善できるかどうかをみる」等がありました。その一方で、「化学変化に関する知識及

び技能を活用して、水素の燃焼を分子のモデルで表した図を基に化学反応式で表すことができるかどう

かをみる」「考察の妥当性を高めるために、測定値の増やし方について、測定する範囲と刻み幅の視点か

ら実験の計画を検討して改善できるかどうかをみる」「玄武岩の露頭で化石が観察できるかどうかを問う

ことで、岩石に関する知識及び技能を活用できるかどうかをみる」等については課題が残りました。 

  基礎基本の充実を図りながら、化学反応や岩石等の分野の指導法の改善に取り組んでいく必要がある

と考えます。 

 

裏面あり 



２ 質問紙調査より   ※「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した割合 

＊朝食を毎日食べていますか         → 89.7％  （全く食べない → 5.7％） 

＊毎日、同じくらいの時間に寝ていますか →  77.8％ 

＊携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを守っています 

か →  60.8％ 

＊自分にはよいところがあると思いますか → 74.3％ 

＊将来の夢や目標を持っていますか → 55.1％ 

＊難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか →  50.6％ 

＊いじめは、どんなことがあってもいけないことだと思いますか →  93.3％ 

＊人の役に立つ人間になりたいと思いますか → 91.8％ 

＊学校に行くのは楽しいと思いますか → 71.1％ 

＊家で自分で計画を立てて勉強をしていますか →  57.7％ 

＊普段（月～金）の学校以外での学習時間はどれくらいですか（塾・家庭教師を含む）     

  ・３時間以上 →19.6％ ・２～３時間 →24.7％    ・１～２時間 →24.2％ 

  ・３０分～１時間 →14.9％  ・３０分未満    →8.8％    ・０時間   →7.7％ 

＊普段、どれくらい読書をしますか                                                  

  ・２時間以上 → 6.2％ ・１～２時間 → 9.8％   ・３０分～１時間 → 16.0％ 

  ・１０～３０分     → 21.1％ ・１０分未満  → 12.9％  ・０時間    → 34.0％ 

＊学校でＰＣ等のＩＣＴ機器を他の生徒と意見を交換したり調べたりするために、どの程度使用していますか 

 ・ほぼ毎日  → 63.9％  ・週１回以上 → 33.5％  

・月１回以上 → 2.6％   ・月１回未満 → 0.0％ 

＊自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工

夫して発表していましたか →  77.3％ 

＊課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか →  79.4％ 

 

３ まとめと分析 

  本校では、多くの生徒において基本的な生活習慣が確立されており、家庭での学習や読書の習慣がつい

ていることがうかがえます。また、人の役に立つ人間になりたいとの願いが強く、いじめは許されないも

のだとの考え方も定着しています。コンピューターなどのＩＣＴ機器を使って授業を行うことについては、

かなりの頻度で実施しており、その影響からか、発表学習や人に伝えるための工夫をしたり、授業に対し

て前向きに取り組んだりする姿勢が見られます。 

 その一方で、朝食を全く食べない生徒が 5.7％であったり、学校以外の時間で学習する習慣のない生徒

が 7.7％と多く、また、スマートフォンやコンピューターの使い方で、家の人との約束を守っていない割

合も高くなっています。更に、将来の夢を持っている生徒の割合が低く、難しいことでも挑戦しようとす

る姿勢を持つ生徒の割合が低いという結果となっています。 

生徒一人ひとりの尊厳を尊重し、自己肯定感を高めることを今まで以上に意識した教育活動を進める

とともに、生徒の気持ちや思いに寄り添い、生徒が持てる力を勇気を持って発揮できる様な環境づくり 

を進めてまいります。各ご家庭におかれましても、同じ方向を向いてのご協力をお願いいたします。 

 



【FIFA ワールドカップから思うこと】 

●積み重ねた努力と経験。自分たちは「できる」と信じる心。 

 現在カタールで行われているサッカーのワールドカップ。日本は予選リーグでドイツ、コスタリカ、スペイ

ンといった強豪チームと戦いました。多くの人が厳しい組み合わせだと感じたグループでしたが、結果は 2 勝

1 敗、予選リーグ 1 位で決勝トーナメントに進出しました。（決勝トーナメント 1 回戦は、残念ながら PK 戦

で敗れてしまいましたが…）特に格上と言われたドイツとスペインに勝ったことは多くの人々に驚きとして受

け止められたようですが、果たして選手や監督の皆さんはどう思い、どう感じていたのでしょうか？ 

 一サポーターでしかない私は想像することしかできませんが、選手や監督の皆さんは、恐らく世間やマスコ

ミの感覚とは違って、自分たちは「勝てる」「できる」という自信を持っていたのではないかと思うのです。  

日本のサッカーは、J リーグ発足 30 年、ワールドカップ 7 大会連続出場、内、決勝トーナメント 3 回進出

という実績（経験）を積み重ねてきました。また、多くの日本人選手がヨーロッパ等のリーグで素晴らしい活

躍をみせています。更に、日本代表の選手たちは、国内外リーグの中のとても厳しい環境の中で日々の努力を

積み重ねてきています。つまり、多くの努力と経験という土台があるのです。ですから、代表に選ばれた選手

の皆さんは、自分たちは「できる」という自信があったのだと思うのです。そして、今回の結果からその自信

は確信に変わったのではないでしょうか？私たち自分の人生を努力と経験で切り開いていきたいものです。 

●10．人や国の不平等をなくそう：カタールの競技場建設等をめぐる人権問題など 

カタールは、中東のアラビア半島に位置し、面積は秋田県と同じくらいの国です。人口

は 2020 年現在、約 280 万人で広島県と同じくらいです。人口の約 9 割はインドなどの南

アジアや東南アジアなどから来た外国人労働者が占めていて、その労働者によって多くの

高層ビル群が建てられています。今回のワールドカップのためのスタジアムもそういった

外国人労働者の力によるものです。しかしながら、その労働条件が劣悪であったようで、

建設中に多くの犠牲者が出た、との報道が広がっています。更に、カタールの社会が LGBTQ への理解が進ん

でいないとの報道もあり、人権が尊重されていないという問題が囁かれています。 

 世界最大のスポーツの祭典であるワールドカップの背景にこの様な問題があること、そして、それが事実で

あれば、そのままにしてはいけないことだと思います。華やかなプレーにばかり目を奪われるのではなく、平

等な社会の実現のために、人類の幸せのために問題意識を持ち続けていきたいものです。 

●16．平和と公正をすべての人に：アメリカ対イラン戦での選手と応援者の姿から 

政治的には完全に対立しているアメリカとイランですが、予選リーグで戦った後の選手

や応援に来ていた人たちの交流場面はとても素敵なもので、私は単純にその姿に心を打た

れました。この出来事は、国同士の関係は良くなくても、人は誰もが感動する心や相手を

思いやり称える心などを持っていて、個人のレベルではお互いを理解し合うことができる

ことを示しているのだと思います。スポーツや芸術、文学そして、音楽等は、対立とは真

逆の素直な人の心を呼び起こし、お互いの協力関係を創り上げる力があるのだと思います。その力を信じて、

近い未来、国家や民族の別なくお互いを尊重し合う暖かな世界が訪れることを願うばかりです。 

 


